
【後藤】物流業界における大川分会の変

遷はいかがでしょうか？

【白谷】昭和35年頃の家具業界の隆盛と

共にトラックの数も増えました。佐賀県の

同業者の方々が加わったこともあります

が、今の業者数は当時とあまり変わりま

せん。

【後藤】大川の家具業界や建具業界は縮

小してきていますが、一大拠点でもある

大川の物流業界はどうですか？

【白谷】会員数の減少はわずかですが、各

社の事業規模が大幅に縮小しているの

で、業界の冷え込みは我々も同じです。

【後藤】大川の製品が多様化することで、

家具業界と物流業界は“持ちつ持たれつ”。

物流が「産地大川」を支えてきた自負があります。

特別対談

白谷 重徳 × 後藤 安信

アジアをはじめとする海外の部材や製品

が大川に入ってきていますよね。

【白谷】はい。大川以外に配送する製品で

も、物流拠点となる大川に集めることにメ

リットがあります。

【後藤】大川の物流と他産地の物流の違

いは何でしょうか？

【白谷】全国展開の大手運送会社でも、家

具の配送は対応していません。家具を扱

える技術は、大川ならではの強みです。そ

して、各社独自のネットワークが張り巡ら

されているので、配送エリアは全国に対

応することができます。

【後藤】ほかにも強みはありますか？

【白谷】配送運賃の安さです。全国の家具

産地と比較して、大川が東京から最も離

れた場所にあります。そのハンデをカ

バーするため、広島～東京間よりも大川

～東京間の運賃の方が安くなるように設

定し、競争力を高めています。

【後藤】なるほど。それは大川の物流が発

展する大きな要因となっていますね。

【白谷】ただ、人件費削減などのコストを

抑えざるを得ないのですが、配送運賃を
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上げれば他産地との競争に敗れてしまい

ます。コストと燃料費や高速代金、採算が

取れる運賃のバランスが難しく、そのジレ

ンマに悩まされています。

【後藤】物流業界が今後の「産地大川」へ

期待することはありますか？

【白谷】大川家具の発展と共に物流業界

も繁栄してきました。よって家具が売れな

いことには、我々の仕事が減るのも事実。

家具業界の発展が、物流業界を支えてい

るともいえます。家具が売れる時代が到

来して、お互いの業界が成長していける

といいですね。
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㈱アイエムティ運輸

朝日陸運㈱

新運輸（株）

(有)イーグルライン

（株）内田貨物

（株）江上運送

MHUカーゴ(有)

大川運輸（株）

（有）大川物流

(有)大橋運送

(有)小川運送

（株）柿添トラック

（株）九州運輸

光陽運送（株）

（株）貞包運送

（株）白谷運輸

新進運輸㈱

大豊陸運（有）

（株）チクホー　大川営業所

中村運送（株）

日本ファイバー (株)

（有）光運輸

（有）又七梱包運輸

的場運送（株）

宮崎運送（有）

柳川運輸（株）

(株)柳川合同

（有）若草商店

井口　光子

吉原　光徳

中島　弘恵

岡　　裕次

内田　哲也

江上 フジ子

馬渕　義光

田中　瑞浩

馬渕　義光

大橋　英治

小川　達也

柿添　勇磁

下津浦 晃澄

平田　憲治

貞包　　忠

白谷　貴徳

近藤　　治

福村　幸栄

龍　　隆典

橋本　賢司

川野　輝明

仲　　壽陽

松藤　明紀

的場　　敏男

宮崎　泰文

下川　暢洋

荒巻　哲也

花畠　康裕

831-0007

830-0211

831-0024

840-2201

831-0015

840-2104

831-0002

832-0806

831-0002

831-0041

831-0006

840-2102

840-2104

830-0212

831-0006

831-0013

842-0063

831-0002

831-0013

831-0028

831-0026

831-0007

831-0008

831-0001

832-0081

832-0089

832-0081

831-0013

大川市道海島３７９－１８

久留米市城島町楢津１２９０－１

大川市鬼古賀189-1

佐賀市川副町福富７－３１

大川市本木室 535-1

佐賀市諸富町徳富９２－１

大川市下林４３９－１

柳川市三橋町柳河９１４

大川市下林７２８－１

大川市小保９６８－１

大川市中古賀３４－５

佐賀市諸富町為重３５５－８

佐賀市諸富町徳富１９６７－１

久留米市城島町江上上３５８－２

大川市中古賀２５５

大川市中八院６５８－８

神埼市千代田町迎島７０９－２

大川市下林４６６

大川市中八院６５８－１０

大川市郷原５６１

大川市三丸１４８９-１

大川市道海島２４－３

大川市鐘ヶ江４１１

大川市下青木６３－３

柳川市西浜武 1424-4

柳川市田脇１７４－１

柳川市西浜武４７５－２

大川市中八院７８３

88-2677

0942-62-4118

88-2752

0952-34-7173

87-4703

0952-47-2527

86-7071

73-5090

88-2750

86-5427

89-3266

0952-47-6055

0952-47-6117

0942-62-5441

88-3030

86-4185

0952-34-6280

87-2514

87-3610

87-1331

86-5771

86-7033

88-2239

86-3839

72-5647

74-1313

74-1111

86-7467

88-2685

0942-62-6458

88-2757

0952-34-7174

87-4704

0952-47-4756

88-3253

72-5152

88-3253

86-5427

89-3267

0952-47-6056

0952-47-6400

0942-51-5020

86-5878

87-4020

0952-34-6281

86-2689

87-3611

88-3340

86-5881

86-7034

87-6782

88-2318

73-2502

74-0640

74-1114

86-7466

会社名 代表者名 所在地郵便番号 TEL（大川 0944） FAX（大川 0944）

福岡県トラック協会 大川分会

■大川から全国各地への
年間輸送台数

大川
九州

10,139台

関東
8,109台

中国
1,889台

北陸
1,066台

東北
1,2６２台

北海道
349台

中部
４,0５３台関西

7,２７９台

四国
1,146台 大川

九州
9,197台

関東
7,804台

中国
1,0３４台

北陸
774台

東北
1,４８９台

北海道
97台

中部
2,137台関西

５,６01台

四国
791台

2005年実績 2014年実績

注）輸送車両は、北海道・東北・関東・
　北陸・中部・関西は、通常10トン車、
　中国・四国・九州は、通常4トン車が
　使用される。
※福岡県トラック協会 大川分会資料




